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結核過敏症 ノ研究補遺(其 ノニ)

(無 蛋 白「ツベ ル ク リ ン」ヨ り分 劃 シタ ル ニ物 質 二就 テ)

有馬研究所(所長 有馬頼吉博士〕

署學士 齋 藤 政 信

(勤 緒 言

「ッパ ル ク リ ン0似 下 「ツ」 ト略 ス〉 ノ作 用 物 質

ガ、一 元性 ナ ラ ズ シテ、寧 ロ多 元 性 ニ シテ、少 ク

そ二種 ノ有 数 物 質 ヨ リナルD、 、M趣chmann-

K廿ster(エ1,糟 谷 博 士{幻(3}等 ノ報 告 ア リ。 糟 谷 氏

ノ・結 核 菌 ノ聚 落 形態 ノ差 異S,Rヨ リ得 タル 「ッ」

ニ ヨル皮 内反 磨 ハ、 夫 々 異 ル事及 ビ結 核 菌S,R

混合培 地 ヨ リ分 翻 セ ル、 所 謂 α,βハ 、 夫 々S,R

「ッ」ノ主 要成 分 タル事 ラ主張 セlj　0余 ノ・襲 二大

腸 菌 ニ ヨル脱 過 敏 現 象1彌}二 就 テ 褒 表 シ、 「物

作 用物 質 中 ニ ハ、 少 クモ ニ種 ノ有 数 物 質 ノ存 在

テ推 定 セ シムベ キ 事 實 ラ 認 メ、Maschmann-

K�ter/Hautst◎ff,Todesst◎ff或 ハ 糟 谷 ノ

α,βへ 余 ノlnduratogen,lnflammatogen

トー版 相 通 ズ ル モ ノ ノ 如 シ トノ 推 論 二 到 達 セ

リ。 依 而、 今 同此 問題 テ更 二追 求 ス ル 目的 ラ以

テ、糟 谷 氏 ノ所 謂Q,β ヲ分 謝 シs此 物 ニ ヨル皮

膚 反 慮 拉 二熱 反慮 テ介 シテt結 核個 膿 ノ過 敏 現

象 テ観 察 セ ン ト シ、 本 實験 テ試 ミ タリ。

(II)材 料

(1>所 謂 α,β ノ分 離

糟谷氏 二 從 ヒ、 二立 ノ 人 型 中 等 度毒 力 結 核 菌

(北海 株>Sauton氏 無 蛋 白培 養 液8週 間 培 養 ノ

モ ノテ、100℃1時 間 加熱 殺 菌 シt其 菌 龍 ヲ除

キ、濾 液 テ 薮 時 間 乃 至十 撒 時 間 透 析 シテ「グ リ

セ リ ン」テ除 キipH3。8(酷 酸 々性)轟 於 テ、 菌

蛋 白 テ除 去 シ、 濾液 ヨ リ「カ オ リ ン」吸 著 、0.05

%「 ア ンモニ ア」ニ テ誘 出t再 ビ微 酸 性 二於 テ3

倍量 ノ「ア セ ト ン」ニ ヨ リ 沈 澱 セ シメr約30睡

ノ「ボ リペ プチー デ」翻 分 ヲ白褐 色 ノ粉 末 ト シテ

得、更 二吸 著 残絵 液 ラ減 歴 濃 縮i微 量 ノ酷 酸 曹

達 ノイ確 ノ下 二 、 倍 量 ノ純 「アル づ一 ル」ニ ヨ リ

沈澱 セ シへ 約0.6瓦 ノ「ボ リサノ ・り一 デ瀞 扮

呈 色 反 磨i緩 各

Ninhydri織i-十
漁西

Millo糠 、 一 十一

Biurat-十

M◎lisch十 十

テ白色 粉 末 トシ テ得 タ リ。次 デα,β各0.1%水 溶

液 トナ シ、 呈 色 反 癒 テ試 ミタ ル ニ.左 ノ如 シ。

斯 ク テ、 二立 ノSauton氏 無 蛋 白培 養 液 ヨ リ得

タ ル 猷,β乳 同 一 量 ノ生 理 的 食 盤 水 二溶 解 シ、

爾 物 質 二依 ル「ツ」反 磨 ヲ 比 較 観 察 セ リ。 郎 チ

仏β ヲ、各10耗 ノ生 理 的 食 盤 水 二溶 解 シ、皮 内

反 慮 二 於 テハ 各0.1蝿 宛、熱 反 慮 二於 テハ 各0。1

耗 、0。2耗、0。4耗 宛 注 射 シ、 其 ノ反 磨 テ検 セ リ.

《m)實験準傭及 ビ方法

實駿動物ハ健康ナル雄性海旗 テ用 ヒ、中等度毒

力人型結核菌(薗 株)千分 ノ1逸 ヲ、大腿内側皮

下 二接 種 シ14乃 至8週 呼経 テ「ツ」反 慮 ノ著 明

二現 ハ ル ル時 期 テ選 ビ、皮 内反 磨 二於 テハ 、同 一
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海 猿 腹 部 皮 内2箇 所=一、β.a各0.1琵 デ注 射 シ、

其 反 鷹 テ24時 間 及 ビ48時 間 後 二観 察 セ リ、 而

テ、熱 反 鷹 二 於 テハ 、 α,β各0.1蝿 、0.2耗 、

0.4姥 注 射 ノ6群 二分 チ、2時 間 毎 二 其 盟 温 テ

測 定 セ リ.
㌦

馨

αV)實 験成績

(1>皮 内 反 癒

前 記 ノa,β 各0.1耗 テ.海 猿 腹 部 二、約5糎

ノ間 隔 テ置 キ テ皮 内注 射 セ シ成績 ハ 、 第1表 及

ビ第2表 一=示ス ガ 如 シ、,第1表 二 示 ス如 ク、 α

物 質 ニ ヨル皮 内反 癒 ハ 、幾 赤 二比 シ浸 潤 著 明 ニ

シテ、 β物 質 ニ ョ ル皮 内 反 癒 ハ之 二 反 シ、 浸潤

二 比 シ登 荊 撒 顯 著 ナ リ.

而 テ此 ノ傾 向 ハ 、24時 間 後 ヨ リ寧 マ48時 間後

ノ観 察 二於 テ著 明 トナ ル感 ア リ.

第2表 皮

第1表 皮内反慮

試 髄1蜜 陳 内反懸(24時)

1諜 輪森熊
N畷570… 大 皮 ノ腹各耗 土 ±L±L±L

Nr.2560腿 下一、部 ○ ± 十 十 十

翫3可 騰 睡腐二 、+亙ET
Nr.465011;十 、十十 十十 十

内 反 癒

/

昼

超
鑑
9

…

陵

奥
田
株
)お
こ
麟

弱
毒
結
核
菌

盤

重

試
鰍

番

號

皮内反懸⑫4時) 皮 内反旛(48時)

β

嚇 陵潤 嚇 欄

ユ 嵐

登赤

昏

浸潤 腰 赤 駿 潤

壽÷霧 癒雫乙醗髭i÷ 葺

需 妥1麟 禺∴IT㌧[朴

器 馨 ±
柵 十十 十十

+1甘;柵;柵

十 十十 十を

十 十 柵 十十 ± 十

柵 十十

十十 十}

《2>熱 反 鷹

雄 性 海 猿 二、 中 等 度 毒 力 結 核 菌(薗 株 〉千分 ノ1

遥 テ、 大 腿 内 側皮 下 二注 射 シ、 一 定 ノ時期 ヲ経

テ「ツ」皮 内反 慮 ノ陽 牲 登 現 一3ミテ、腹部 皮 下 二、

前 記 α,βテ夫 々0.1耗 、0.2耗 、0.4耗 宛注 射

シ、 其 ノ艦 温 テ2時 間 毎 二 測 定 セ リ(試 蹴 ハ艦

温 測 定 二 當 リ、 無 留 黙 艦 温 計 テ用 ヒ テ3分 間測

定 シ、 且 豫 メ試 前3日 間1日 藪 同検 温 ノ後 、 實

験 ヲ行 ヒ タ リ).

第3表 ハ α,β各0ユ 耗 注 射 ノモ ノニ シテ、 β ニ

ヨル モ ノハx注 射 後1乃 至3時 間 ヲ経 テ、 龍 温

上 昇 テ 來 シ、大 多藪 ノモ ノハ12時 間 以 上 稽 留

シ〈6頭 中4頭)、 他 ノ1頭 ハ3時 間 後 、 急 激 ナ

ル罷 濃 降 下 ニ ヨ リ発 死 セ リ.

然 ル ニ 撰物 質 注 射 群 ハ、 過 牛 籔 二於 テ、 全 然 反

鷹 テ認 メ ズ、 極 少 撒 二於 テ遙 二遅 レテ、 即 チ、

9乃 至11時 間 ラ経 過 シテ 艦 温 上 昇 ラ 來 スモ ノ

ヲ見 タル ノ ミ.

第4表 ハ 、a,β 各0。2耗 注 射 ノモ ノニ シテ、此

場 合 β注 射 群 ハ過 孚 藪 二於 テ注 射 後1乃 至3時

間 ニ シテ著 明 ナ ル幾 熱 ノ後 、虚 脱 ノ歌 態 二陥 り、

過敏 死 ヲ起 シ、 其 他 ノモ ノ〈6頭 中2頭)ノ 、、第

3表 ノモ ノ ヨ リ更 轟高 度 ノ爽熱 テ來 シ、 約2書

夜 持 緬 ス.

a物 質 注 射 群 ハ 、 第3表 一・一比 較 シテ、 牛敷 ハ或

程 度 ノ爽 熱 ヲ來 セ シモ、 熱 型 定 型 的 ナ ラズ、且

個 艦 ニ ョ リテハ 全 然登 熱 テ見 ザ ル モ ノア リ。而 、

モ、 登 熱 セ ル モ ノモ之 ガ爲 二艶 死 ス ル モ ノ1頭

ダ ニ ナ シ。

第5表EPチ α,β各0.4琵 注 射 ノ場 合、 β注射 群

ハ 大 多藪(6頭 中4頭 〉・=.於テ、 注 射 後 少時 ニ シ

テ急 激 ナル禮 温 上 昇 ノ後 、 直 チニ虚 脱 艶 死 スル
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第3表ec,β 各0ほ 髭 注 射 ニ ヨノレ熱 反 癒

一

試 獣
番 號

{

7/皿}
…8岨9湿

…

最 低 最 高:

Nr.1 一 〇.2 、0.8 0・210・6iO・50.gIO.6{0.910。80.7・-0.510.3艦1.8i1.7
・1{3

Nr.2 一 〇.2 0.9
1

010・5i 0.60,710.5
1

0.9 ・・7…8i・};・ ・312・2i1・3

Nr.3 一 〇.4 1.0 0.20.6 0,530。70.9[ 0.7 0,610.7
i碧

一 〇・3。 ・110・2{0・6

NL4ト0。40・3 0.10。2i-0.410、0,2 0.3 0.3…0.5

β圭
⊂、

一 ・。7ド1・i1.7}・.2

↓1§

Nぬ51 一 〇.50.4
壽i

一 ・。2「 … ・.4・ ・。3P.・ 0.3 0.40.4 0.3}立 毛0.5:1。5i1.0
多

Nr.6 一 ・。4・.6!・ ・.現 ・.2}・.4,・ 。6・.7 0.7 0.60.2 一〇・2]・21

-lil}死Nr. 7戸0・20・61 0・1の ・31010・ 引0・5 o・71 0,710.6 一 〇・510・310・4

Nr.8 一 〇.40.4
　
1-・ ・2・ ・iO・210・4i・ ・1 0・610・60・7

}《x
-0 ・1Il-0・2i-0・310

一Nr.9 一 ・・2i・ ・6i-・ ・2亡 ・・3
F・ ・2-・ ・2}・ ・1

0・5iO・60・6
i

-0 .2 一 ・.31
iO

.1・0.2

翫10に0.8}OFO.61_0.1 1-0.3・ 一一〇 。1{0

§
-0 .3i-0.2・-0.3 一。3暁 ol oLO。1

、{110/皿11/皿

i一 丁

1.3 L6 lL71・711・40・611・1[1・1μ8 1・OI1・0[0・8iO・7じ0・1 0.7 0.4

1.1 2.4 1.911.5i1.61.3i1.1il 0.7 0.6
}}

1・1」M1・311・210・5 0.6 0.4

0.5 1.3 L5…1.1
　

}
0・8 、-0・3iO 0.8 0.7 ・・51・ ・8巨91・ ・5ヒ ・・3 一 〇。10 .1

0.4 2.0 LO
lo・4

1
0・3iO・2iO・8 0.7 0.5

1

0.6ii.030.911。210.4
{

0

0.80.9
湘

1.4 1.8 L21 1,1{1,4{0.90.8 1.1 0.9 ・。・ ・.6i・.61・ 。9}一 ・.4
}

0

i
ヨ

i}

11

1}tl
0.4 0.6 0.8

…

0.6 0.6 0,5io.4 0.9 0.6 1.00.glo.9…0.gに0.4
f

0.2-0.2

0.2 0.7 0.6 0.6 0.6 0.3iO.3
　

0.4 0.3

　
0・40・710・40・6-O・2 0.10.3

0.4 0.8 1.2 1.2 0.7 0 0.1 0.3 0.3 0.10,110.9 1…E・ ・2
一 〇。1≡rO.1

一 〇.1 0.3 0.1 0.3 。.3}。.31

1

0。3ト0.1 0.2 oiO.80.7
へ一

10.8L-0.5}-0.1{-0.4

表 中0ハ38。Cヲ 示 ス 、 從 ツ テ 、-O.5、-O.2、1.2、2.0ハ 夫 々37.5℃ 、37.8℃ 、39.2℃ 、40。0℃ ヲ示 ス 。

第4表Ct,P各0.2耗 注 射 ニ ヨル 熱 反 磨

試 】獣
番 號

胴

Nr。1

Nr.2
{_

Nぞ.3

Nr.4

NL5

Nr.6

N鶴7

Nr.8
触

Nr.9
暫

Nr.10

Nr.11

翫12

1/皿

最側 鮪
一 〇。21。4診 一 〇。2・

　　 ミ

oiO.6-0。2
ミ ミ

ー0 。40.5-0。4、

0・3i1・00・i

-O .2}1.00

01.10.5

-0 。20、8-0.4

-0.20。9-0。2

-0 .30.9-0.4

-0.21。20.2

00。5--0。4

0,81修10,6i

2/K

1・010・5{1・1

0.70。60。5

0.6;

0。61

0、51

LO

O.5

0.91

0.8

0.6…

0、6

0.8i

0.4

0S

O.5

0.7

0。5

0。5

0.5

0。5

0。6

LO

o.911.4i
を

0・9i1・1

1。20

0.70。2

0・5iO・3iO・7

1.20。4-iO.1
　ト

1。00.6!0.8

1i劃器i器
0・610・51・ ・7

0癖50.5{0響8

・・6・ ・烈 ・.5

1器lil陪il

0.6-O.3

0。210

、0。90。1

1illlil
O.6

,0.1

0.51-0.4

0.510。2

1il≒願lil{

}L52
.O

l2
.50。4fS

r1。OI.1
`_

二[1.2-2σ0

9毛12
.4、2.l

o.ifl1.5

{o・ 登」1・Q

∴0・!il-i1・ 袈
　

OlO.60魯5
の 　 　

0.2-}0.6

鞘 ・.5・ 。・
i1 。3ギ1.9
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3ノ皿

㍉ 一 ㎞ ぽ}一

4/il

一L2

死

1.5

死

1.0

死

;

1.3"L8
ト

『

-1 。5i-1.4

1.0

1.6

1.9

0.6
畦

0.3

0.6

1.6

L9

0.7

L4

0.4

0。5

0.41

1.8

く 　 ア　

ト 　

i…}

11.8
1L211・31.9、1.9

1 　
　

-O ・7一 〇。7-O。61死}

1.7

1.9i

1.8i
O.4i

O。3

1.11

1.71

1.5

1.8,

　

1.61
レ

0.1

0.7

1.ol

1.引

1.4

1.8

1.7

1.2

0.6

0.9

1.7

2011
の

ー蔓
■1

4
ロ

0
5

0

2
●17

な
ー

兎
奮

1
■1ー2

■1II1
3

の
ー

8の0
1　

8コ04
　1

戸D

自◎

り
0

0

6の016サ0

4
の

06の0

2
■1ー8

む06
コ

0

1.2

1.0

1.0

1.2

0.6
一一

1.5

0.6

1.21

1.2

1.1

1.1

1。17

1.3

1.4

0.8

1.2

一
ti
-

0.8iI.11。0

」 「…
1{_

1.211、1

1.011.0
1.31.2
1.1iO.8
0.70.9

0.90.8

i.01.1

表 中0ノ ・38℃ ヲ 示 ス 。 從 ツ テ ーO.5、-0.2、1.2、2.0ハ 夫 々37.5℃ 、37.8。C、39・2℃ 、40℃ ヲ 示 ス 。

第5表q,β 各0.4蛭 注 射 ユ ヨル 熱 反 癒

「 一

1 -

試 獣i26/1

番 競
　

Nr.11 0.3
一 一 　一 一 一 　 一 噛

0.5 0・7{0・5

一一 一 一…一 一一 … …7}

-0.4}0.2 10.510.61 0.4
π}片 一PP片 一一 一

〇.4 2.『

Nr.2 一 〇。2 0.5 oLO.41
一 〇.4 }0 .5--0.6…0.510 il

吟

0.7β
_.

○

2.0

Nr.3 0.2 0.3 0.5 0.5 一 〇.4 一一 〇40.510.510.1
111 1.4 一1.2

Nr.4 0.1 0.4 0,4io.4 0.1
旨

0:0.100 内o.5

蝿
2.0

Nr。5

b

-0.1 0.8 0.9「11.0 0.7
一

〇.8 0,610.51-0.2 0.8 0.9

Nr.6 0.4
一一

〇.6 0,6{0.3 0.2
IlI

-0・20・3{0・4 10・2

一

〇.6 2.2
←

Nr.7 0.4 0.6 1.0 0.7 0.2 0:一 ・0。2-0.2:0.2
垂 0.7 2.3

Nr.8 0.4
一r

O.3 0.8 0.4 0.6 0.4{0.7、0.810.4
ユ0

.4 0.8

Nr.9 0.5 LO 0.9 0.6
…-

0.4 0.4
10.4{0.5、1,0

9 LO四

蝿

1.4
`

Nr.10 0.1
r

O.1 0.1 0.4 0 0;0.1LO.10.2 0.3 0.3

Nτ.11 0.2 0.4;0.710.1 oト0.210.LO。20.2 L1 2.6
　

27/1
-一 一 一岸r-一 … ㎜ 〔 「

{1.62.32.22.3;2。3
}7w　 __

28/1
解__曜_而'闇 闇 「而一

11311 .7 1.9 L9'
§
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二反 シ、 α ニ ヨル モ ノノ・、斯 ル大 量 注 射 二於 テ

爾且 艶死 スル モ ノナ シ.

然 レ共 、 斯 ル大 量 注 射 二於 テハ 、 瓜 ニ ョル モ、

相當 高度 ノ反 癒 テ見 ル モ ノ ァル モ(5頭 中2頭 〉

是 レ叉個 艦 ニ ヨ リテハ 定 型 的 ナ ラザ ル モ ノ及

ビ、 認 ムベ キ登 熱 テ來 サザ ル モ ノ ア リ.以 上第

3乃 至第5表 二示 ス成 績 ヨ リ考 案 セバ 、a.β 爾

物 質 注 射 ニ ヨ リ、 結 核 感 染 海 狸 ハ 、其 ノ登 現 ス

ル熱 反 鷹 テ異 ニ シMaschmann-Kitster/Tod-

esstoff或 ノ、糟 谷 ノ β物 質 ニ テノ＼顯 著 ナ ル熱 反

鷹 ヲ呈 スル モ、Maschmann-KUster/Hautstoff

或 ハ糟 谷 ノ農物 質 ニ テハ 峯 認 ム パ キ熱 反 鷹 テ惹

起 セ ズ.

(V>結 論

無蛋 白「ツ戸 リ分 謝 シ タルニ物 質 、 α,β轟 ヨル

結核 感染 海 猿 ノ皮 内反 磨 拉 二熱 反 慮 二 關 シ、 次

ノ事 テ認 メ タ リ。

(1)a,β 雨 物 質 ハ 、 其 ノ喚 褒 ス ル皮 内反 慮 テ異

ニ ス。即 チ、 α物 質 ニ ヨル モ ノへ 登 赤 二比 シ

侵潤 著 明 ニ シ テ、 反 之、 β 物 質 ニ ョル モ ノ ハ、

浸潤 二比 シ登 赤 顯 著 ナ ル傾 向 ア リ.

(2>a,β 雨 物 質 ニ ヨノレ熱 反 癒 ノ、、 言亥反 鷹 ノ楚犬態

蚊 二程 度 ヲ異 ニ ス.郎 チ、β 物 質 ニ ヨ ル熱 反 鷹

文

曲線へ 固有 バ ツ撚 反鷹 ノ型態ヲ備へ 且大

量注射二於テハ、定型的過敏死1中毒死)テ 來 ス

ニ反 シ、撰物質ニヨルモノハ、反癒弱 久 且大

量注射ニヨルモ爾且之ガ爲二驚死スルモノラ認

メズ鄭

(3>rヅ 」ノ過 敏 反 癒原 ノ 主 艦 ハ、 「ぶ りペ プチ

ー デ」翻 分 ニ シテ、 「ボ リサ.fハ リ ーデ」劃 分 ハX

過敏 反慮 原 トシテ ノ意 義 疑 ハ シ鞍(以 上 〉

厭

1)E.Maschmann,EKtister,Deutsch.med。

Wschr.Nr.35,S.1497,1931.2)糟 谷 伊 佐 久,

東 京署 事 新 誌 第2946號.3)糟 谷 伊 佐 久,

東京 署 事 新誌.第2973號 、4)¥林 肇,署 學 研 究.

第9巻(昭10.12).5)齋 藤 政 信,第14同 結 核

病 學 會抄 録.6・ 青 幽敬 二,同 友.第6倦 く昭12、

8).7)村 田正 夫,結 核.第17巻,2號.
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 intrakutanen  Tuberkulinnriifung nicht  ganz anergisch, sondern etwas anderes  wi  he 
 der Beobachtung  von  frrabayashi  und  noki. Es  wurde  ako  gefunden,  (lass  bei 

Kolientallergisierung  wohl die  Rifitung der Haut ausbleibt, aber eine  Verhartung fest-
zustellen ist. Demach also  kOnnen Induration  und Inflammation, die bei der  iiblichen 

 Hautallerg-iereaktion gleichzeitig aufzutreten pflegen, auch getrennt in Erscheinung treten. 
Ich glaube mich zu  der Annahme berechtigt, dass das Tuberkuloallergen zum  mindesten 
aus zwei Komponenten besteht,  namlich einem  „ Induratogen  "  und  einem  „ Inflamma-
togen  ", wie sie Aoyama nannt.  Autoreferat.) 

             Beitrag zur Erforschung der Tuberkuloseallergie. 

 Ober die aus Tuberkulin getrennten Fraktionen. 

                                     Von 

                               Saito Masanobu. 

                 (Aus dem Arima-Institut  für experimentelle Medizin in  Osaka, 
 Direktor:  Prof. Dr. R.  Arima.) 

    Ansehliessend an meine Arbeit  „  iiber eine Art von  Tuberkulosedesensibilisierung  ", 
in  der ich in den als Allergen wirkenden Bestandteilen des Tuberkulins eine Induratogen 

 und eine Inflammatogen vermuten konnte, babe ich  diesmal versucht, diese  beiden 
Komponenten als Substanzen zu fassen. 

    Auf Grund meiner  diesbeziiglichen Untersuchungen ist  es aufgewiesen zu werden, 
dass die Eigenschaft der Polypeptide-  und der Polysaccharide-Fraktion von Bestandteilen 
des Tuberkulins  geklart worden ist. Es wurdenu uter der  iiblichen Kontrolle einwand- 
frei allergische Meerschweinchen in 2 Grnppen geteilt. Der einen wurde die Polypepti- 
desubstanz  und der anderen die  Polysaccharidesubstanz verimpft. Die Polypeptidegruppe 
zeigte deutliche Fieberrreaktion bis zu  dem Kollapstode sowie  vollkommene  Hautreaktion 
mit  ROtung  und  Verhartung, die  Polysaccharidegruppe dagegen nur  sehr  verzOgernde 
Fieberreaktion  und bei Hautprobe  wohl  eine deutliche  Verhartung, aber nur  sehr frag-
liche  ROtung. 

    Aus diesem Resultate  kOnnen die beiden Bestandteile des Tuberkulins inbezug auf 
die Hautreaktionsstoffe als  ein  „  lnflamatogen  "  und  ein  „ Induratogen  "  getrennt wer- 
den. So entsprechen diese  beiden Tuberkulinfraktionen je mit dem Todstoff und Haut- 
stoff von Maschmann  und  Kiister sowie der  „  fi"-Substanz  und der  „ "-Substanz von 

 Ka8uya. So lassen sich folgende beiden Reihen von Tuberkelbaziliengiften in ihrer 
Nomenklatur nebeneinander  ordnen  : 

    1) Polysaccharide-Hautstoff  (Maschmann-Kiister)---- a "-Substanz  /Co.ilya) Indura-
      togen  (Aoyama-Saito). 

    2) Polypeptide-Todstoff  (Maschmann-Kiister)  = „  "-Substanz  (Kasi^  !fah  =lnflarnma-
    togen  (A  oyama-Saito),  lit!Hrcf,  rat.;




